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概要

アスピリン、別名アセチルサリチル酸
は、最も広く販売されている市販薬で
す。製造プロセスでは、グラスライニン
グ容器内でサリチル酸と無水酢酸を反
応させます。生成された液体は晶析装
置にポンプで送られ、そこで冷却され
てアスピリンへの結晶化が開始されま
す。次に、アスピリンをろ過して酢酸と
溶媒を除去します。これらは回収され、
場合によってはリサイクルされます。そ
の後、結晶は洗浄され、再度ろ過され
て、乾燥後に、ふるい分け、造粒、錠剤
化の工程に送られます。

用途

ヴァイサラ PR-23-AP プロセス屈折
率計は、アスピリン結晶化における液相
の選択的計測値を取得するのに非常に
効果的です。本屈折率計は、結晶形成が
始まると生じる液体濃度の大幅な低下
を即座に検知し、一貫した結晶化制御
を実現します（アプリケーションノート
『医薬品における結晶化』も参照）。

計装と設置

本プロセス屈折率計は、真空晶析装置
に直接設置します。独自のデジタル操
作により、晶析装置内に存在するアス

ピリンの結晶や気泡の影響を受けない
母液の実際の濃度を計測します。必要
に応じて、本質安全防爆構造認定を取
得したモデルもご提供できます。

本プロセス屈折率計は理想的なリアル
タイム計測機器であり、PATやGAMP、
CIP/SIP、21 CFR Part 11、バリデー
ションなど、製薬業界の規格と規制に
準拠しています。屈折率（nD）などのパ
ラメータを計測および制御する機能を
備え、効果的な医薬品の開発と製造プ
ロセスに大きく貢献します。PR-23 屈
折率計は、プロセス接液部品の材料、
シーリング、表面粗さに関する医薬品製
造規制に準拠しています。
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計装 説明

PR-23-AP サニタリープローブ屈折率計は、大型のパイプやタンク、調理器、晶析装置、釜への設置用の
衛生設計であり、150°Cまでの高温に対応しています。PR-23-AP 屈折率計は、2.5インチまたは4イン
チのサニタリークランプ、Iクランプ、APVタンク下部フランジ、またはVarinline® 接続を介してパイプ
ラインまたは容器に取り付けます。

計測範囲 屈折率（nD）1.3200～1.5300、Brix値0～100に対応します。

化学曲線 Brix値に対する屈折率（基準温度20°C）
計算


